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日本図書館情報学会 

会 長 小田 光宏 

第 63 回日本図書館情報学会実行委員会 

事務局 越塚美加・江藤正己 
 

第 63 回日本図書館情報学会研究大会・会員集会 ご案内 

 
 会員の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、先の「会報（No.158）」にてご案内申し上げましたとおり、第 63 回日本図書館情報学会研究大会・会員集会を下

記の要領で開催いたします。 

 昨今のネットワーク社会の進展は、私たちの日常生活の様態、ものの見方や考え方、価値観、情報行動等に大きな

影響を与えています。そのような中で、図書館は、館種を問わず、図書館内外とつながりつつ、図書館に対する人々の

期待をどのように高めうるか、またそうした期待にどのように応え、社会に貢献することができるか、図書館情報学を専門

に研究する私たちは研究・教育・図書館サービスの場を通じてそれらの期待を形作る基盤をどのように構築しうるかとい

う、大きな問題を問われるようになって参りました。 

 そうしたなか、第 63 回研究大会では、合計 21 件の研究発表申込がありました。内容といたしましては多様性に富ん

だものになっており、ご参加の皆さまそれぞれに意義のある会合となることが期待されます。 

 また、大会第 2 日目の午後には、一般公開シンポジウム「情報資源組織化が切り拓く未来：RDA、新 NCR、

BIBFRAME、Linked Data がもたらすもの」を開催いたします。 

 なお、大会初日の研究発表終了後、会場となる学習院女子大学キャンパス内の互敬会館 2 階にて懇親の場を設け

ます。ぜひご参加いただき、会員同士の交流の場、意見交換の場としてご活用ください。 

研究大会のご案内は、日本図書館情報学会のウェブサイト（http://www.jslis.jp/conference/2015Autumn.html）からも

ご覧いただけます。大会に関わる最新の情報やニュース等もウェブサイトに掲載されますので、併せてご参照ください。 

 

記 

１． 開催概要 

日時： 2015 年 10 月 17 日（土）、18 日（日） 

会場： 学習院女子大学 2 号館（東京都新宿区戸山 3-20-1） 

学会ウェブサイト： http://www.jslis.jp/conference/2015Autumn.html もご参照ください。 

 

２． 日 程 ＊会報でお知らせした時間から変更がありますので、お気をつけください。 

 【第 1 日】 10 月 17 日（土） 

12:40－      受付 （2 号館 3 階ロビー） 

13:15－13:25  開会式（2 号館 3 階 236 教室） 

13:25－13:30  発表に関する諸注意 

13:30－17:15  研究発表（2 号館 3 階 236 教室、237 教室） 

17:30－19:30  懇親会（互敬会館） 
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 【第 2 日】 10 月 18 日（日） 

   9:30－      受付（2 号館 3 階ロビー） 

   10:00－12:00  研究発表（2 号館 3 階 236 教室、237 教室） 

    12:00－13:10  昼食（互敬会館メインホールにて事前申込み者に弁当配布、学生食堂は閉まっています） 

   13:10－14:10  会員集会・学会賞等授与式（2 号館 2 階 222 教室） 

   14:20－16:40  シンポジウム（2 号館 2 階 222 教室） 

   16:40－16:50  閉会式（2 号館 2 階 222 教室） 

 

３． 申込み要領 

(1) 参加費・懇親会費 

 参加費 懇親会費 

正会員、賛助会員にご所属の方 2,000 円 

5,000 円 学生会員       0 円 

非会員 4,000 円 

＊今回の研究大会では、学会からの特別補助により、参加費が割引になっています。 

 

（2） 参加申込み・振込 

  ＊本学は、キャンパス内に女子中高等科がある関係で、入構のセキュリティが厳しいので、できるだけ、事前に参加申込手続きを

お済ませください。その場合、大会当日、学会への参加で入構されることとお名前を門衛にお伝えくださるだけで入構できます。

当日受付の場合、写真付き ID 等のご提示ならびに入構記録への記入をお願いすることがございます。何卒ご理解の上、ご協

力いただけますようお願い申し上げます。 

参加ご希望者は同封の「郵便振替用紙」にご記入いただき、１０月８日（木）までに、参加費、懇親会費等をお振込ください

（別途、振込料金が必要です）。お振込を「申込み」とみなします。 

ただし、学生会員の方で、お振込の必要がない方は、学会のウェブサイトから参加申込みをしてください。    

学会ウェブサイト：http://www.jslis.jp/conference/2015Autumn.html 

なお、研究大会当日に参加者名簿を配布する予定です。お名前、ご所属の掲載を希望されない方は、振替用紙の「通信欄」

にひと言、その旨をお書き添えください。 

 

ゆうちょ銀行振替口座 口座番号： 00160-6-419987 

（ゆうちょ銀行以外より振込 〇一九（ゼロイチキュウ）店 当座 0419987） 

加入者名：ニホントショカンジョウホウガッカイロクジュウサンカイ 

（日本図書館情報学会 63 回） 

 

（3） 資料の申込み 

研究大会に参加されない方で、資料（『第 63 回日本図書館情報学会研究大会発表論文集』）のみをご希望の方は、「郵便振

替用紙」の該当欄にチェックし、2,000 円をお振込ください。研究大会終了後、入金を確認したうえで、送付いたします。なお、

送料につきましては着払いとさせていただきます。 

 

（4） 昼 食 

ご希望の方に第 2 日目のお弁当を用意いたします。ご入用の方は「郵便振替用紙」の昼食欄にチェックのうえ、代金 1,000 円

をお振込みください。なお、大学内の食堂や売店は営業しておりません。また、近隣の食堂等まで多少距離があり、日曜日に
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は休業しているところも多いので、お弁当を希望されない場合は各自でご用意ください。 

 

（5） 宿 泊 

宿泊の手配は、各自でお願いいたします。 

 

４． 研究発表 

 

第 1 日 10 月 17 日（土） 

     第 1 会場： 2 号館 3 階 236 教室／ 第 2 会場： 2 号館 3 階 237 教室 

12:40～ 受 付（2 号館 3 階ロビー） 

13:15～13:25 開会式（2 号館 3 階 236 教室） 

  第１会場（2 号館 3 階 236 教室） 第 2 会場（2 号館 3 階 237 教室） 

13:30～14:00 

汐﨑順子(慶應義塾大学)  伴周一(日本大学) 宇於崎勝也(日本大学) 中川浩(日

本大学) 中山淳雄(日本大学) 

文庫の読書記録にみる子どもの読書の実態 日本大学理工学部図書館ライブラリ・アソシエイト LA

の活動と取り組みについて 

14:00～14:30 

須賀千絵(慶應義塾大学) 汐﨑 順子(慶應義塾大

学)  

近藤久美子(一橋大学附属図書館) 

公共図書館におけるぬいぐるみおとまり会の取り組み

とその意義 

大学生のレポート課題解決プロセスの分析 

14:30～15:00 

山本順一(桃山学院大学) 村上孝弘(筑波大学) 

著作権法的視角からみた‘布の絵本’についての試論

的検討 

大学図書館視察委員制度の展開と限界 

15:00～15:15 休 憩 

15:15～15:45 

大谷康晴(日本女子大学) 池内淳(筑波大学) 大場博

幸(文教大学) 安形輝(亜細亜大学) 

新見槙子(東京大学農学生命科学図書館) 

公共図書館における「絶歌」の収集と提供 北米の研究大学図書館が実施する学士課程学生によ

る研究に対する支援の実態調査 

15:45～16:15 

大場博幸(文教大学) 安形輝(亜細亜大学) 池内淳

(筑波大学) 大谷康晴(日本女子大学) 

吉元涼介(筑波大学) 瀧澤啓太(東洋大学) 宮田玲(東

京大学) 芳鐘冬樹(筑波大学) 鈴木崇史(東洋大学) 

所蔵における価値と公平 六法全書の参照条文を用いたネットワーク構造の分析

16:15～16:45 

阿辺川武(国立情報学研究所) 高野明彦(国立情報学

研究所) 

木村麻衣子(学習院女子大学) 

出版図書目録を用いた図書館の所蔵調査 非ローマ字言語圏の表記に対応した著者名典拠デー

タフォーマットの開発 

16:45～17:15 

田中伸樹(桃山学院大学) 谷口祥一(慶應義塾大学) 尾形沙由美(聖マリアンナ

医科大学医学情報センター) 

少年事件の推知報道における公立図書館と少年法 61

条の性質 

NDLSH における NDC 代表分類記号と書誌レコードの

分類記号はどの程度一致するのか 

17:30～19:30 懇親会（互敬会館 2 階フロア） 
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第 2 日 10 月 18 日（日） 

     第 1 会場： 2 号館 3 階 236 教室／ 第 2 会場： 2 号館 3 階 237 教室 

9:30～ 受 付（2 号館 3 階ロビー） 

  第１会場（2 号館３階 236 教室） 第 2 会場（2 号館 3 階 237 教室） 

10:00～10:30 

小泉公乃(筑波大学) 照山絢子(筑波大学)  倉本恵子(東京学芸大学) 

公立図書館の多文化サービスを対象としたチーム・エ

スノグラフィーの可能性 

学校図書館における保護者による読書活動の支援 

10:30～11:00 

新藤透(山形県立米沢女子短期大学) 畔田暁子(筑波大学) 鈴木佳苗(筑波大学) 平久江祐

司(筑波大学) 

乙部泉三郎の図書館観と選書観の試論的考察 学校図書館における中学校美術科の鑑賞学習への

支援に関する調査 

11:00～11:30 

薬袋秀樹 (元筑波大学) 前田稔(東京学芸大学)  

アメリカ図書館協会公共図書館部会「小公共図書館

暫定基準」(1962)の規定内容の特徴 

病院における読書環境の現状 

11:30～12:00 

植村要(立命館大学)    

電子図書館に求められるアクセシビリティ機能と想定さ

れる利用者について 

12:00～13:10 昼食（互敬会館 1 階メインホール） 

13:10～14:10 会員集会・学会賞等授与式（2 号館 2 階 222 教室） 

14:20～16:40 シンポジウム（2 号館 2 階 222 教室） 

16:40～16:50 閉会式（2 号館 2 階 222 教室） 

＊所属の表示は、教職員（常勤／非常勤）・院生・学部生等を問わず、「機関名」（「大学」等）のみとしてあります。 

 

５． 会員集会・学会賞授与式 

研究大会２日目に、次の通り、会員集会及び 2015 年度学会賞・論文賞・奨励賞・学会活動貢献賞の授与式を行います。 

・日 時： 10 月 18 日（日）13:10〜14:10 

・会 場： 学習院女子大学 2 号館 2 階 222 教室 

    ［会員集会］ 

次第： 

   １．会勢報告 

   ２．2014 年度定例（通信）総会の議案投票結果報告 

   ３．委員会等報告 

   ４．意見交換、質疑 

   ５．その他 

  ［学会賞等授与式］ 

   １．学会賞・論文書・奨励賞・学会活動貢献賞選考結果報告 

   ２．各賞授与 
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６． 第 63 回日本図書館情報学会研究大会シンポジウム 

・日 時： 10 月 18 日（日）14:20～16:40（途中休憩あり） 

・会 場： 学習院女子大学 2 号館 2 階 222 教室 

・テーマ：情報資源組織化が切り拓く未来： RDA、新 NCR、BIBFRAME、Linked Data がもたらすもの 

･趣 旨： 

FRBR（書誌レコードの機能要件；1998 年）に端を発した図書館目録にかかわる変革は、現在、新たな段階に入ったといえ

よう。概念モデルを示した FRBR に続き、FRAD（典拠データの機能要件；2009 年）が刊行され、さらに国際目録原則覚書が

2009 年に採択された。並行して、AACR2 とは大きく異なる特徴をもつ RDA（Resource Description and Access）が長期にわた

る議論の末、2010 年に刊行されるに至った。米国議会図書館は 2013 年より RDA を正式に採用しており、他の国々におい

ても採用に向けた準備が進められている。わが国においては、日本図書館協会と国立国会図書館が連携して RDA に対応

した「日本目録規則」（新 NCR）の策定を進めており、本年 2 月には部分的ながら検討案が公開されている。また、RDA によ

るメタデータ作成は、旧来の MARC21 を部分改訂したものを用いて暫定的に行われているが、Web の世界での潮流である

Linked Data に依拠した BIBFRAME が新たな受け皿として検討されている。 

一方で、電子書籍や電子ジャーナル等を含む電子情報資源の量的増大、利用者のサーチエンジン利用指向の強化など、

情報資源組織化を取り巻く状況も大きく変化を見せている。また、組織化にかかわる経費と人員のさらなる節減も常に求めら

れている。 

こうした情報資源組織化の新潮流ともいえる動向とそれを取り巻く状況は、図書館にどのような未来をもたらすのであろうか、

利用者にどのような未来を提供するのであろうか。本シンポジウムでは先の動向にかかわる理解を深めるとともに、一連の変

革が図書館における情報資源組織化および書誌コントロールのあり方に何をもたらし、どのように変化させるのか、利用者の

情報探索にどのように応えようとするのかなどを探っていきたい。 

○パネリスト（50 音順） 

       佐藤 義則（東北学院大学） 

       高久 雅生（筑波大学） 

       渡邊 隆弘（帝塚山学院大学） 

○コーディネータ・司会 

       谷口 祥一（慶應義塾大学） 

   ＊なお、本シンポジウムは研究大会参加者以外の方にもご参加いただけます。シンポジウムのみのご参加は無料ですが、以下

の学会ウェブサイトから事前申込みをした方だけに限らせていただきます。  

http://www.jslis.jp/conference/2015Autumn.html 

 

７． 展示・その他 

・日 時： 10 月 17 日（土）～10 月 18 日（日）の大会開催中 

・会 場： 学習院女子大学 2 号館 3 階 234 教室及び 235 教室 

・内 容： 協賛企業等による図書館情報学関連の商品、サービス、書籍の展示、販売等 

 

８． 会場（学習院女子大学 2 号館）へのアクセス 

最寄り駅は以下の通りです。 

 ・東京メトロ 副都心線西早稲田駅エレベーター口より徒歩 1 分 

 ・東京メトロ 東西線早稲田駅 2 番もしくは 3b 出口より徒歩 10 分 

・ＪＲ山手線、西武新宿線高田馬場駅より徒歩 15 分 
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＊建物番号 2 番：2 号館  3 番：互敬会館  8 番：図書館 

第 63 回日本図書館情報学会研究大会実行委員会 

事務局 

〒162-8650 東京都新宿区戸山 3-20-1 

学習院女子大学国際文化交流学部日本文化学科越塚美加研究室内 

E-mail:  gwc2015@jslis.jp 
Tel&Fax： 03-3203-7191（日本文化学科事務室） 
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